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1 はじめに

1.1 まえがき

ヨルバ (Yoruba)語はニジェール・コンゴ語族，クワ (Kwa)語派，東クワ
諸語，オグン語群に分類され，イガラ (Igala)語，ウルクミ (Ulukwumi)語
とともにヨルボイド (Yoruboid) 小語群を構成する。分布の中心はナイジェ
リア連邦共和国南西部の，いわゆるヨルバランド (Yorubaland)諸州 (ラゴス
(Lagos)，オグン (Ogun)，オンド (Ondo)，オシュン (Osun)，オヨ (Oyo)，ク
ワラ (Kwara)の各州)で，いくつかの方言はナイジェリアに隣接するベニン
共和国，トーゴ共和国でも話されている。ヨルバ民族の人口は，ナイジェリ

アで 18,850,000 人1(全人口の 20.3%)，ベニンで 465,000 人を数え，全世界
では 2千万人に達する。
本稿は，ヨルバ語における名詞の振る舞いを，形態論上および統語論上か

ら全体的に記述することを目的とする。まずヨルバ語における名詞の定義を

行い，意味論的観点から分類し，それぞれの機能を説明する。次に名詞化の

多様な方法を記述し，最後に名詞句/節の構造と，修飾要素の記述を行う。

1.2 発音と表記

本論にはいる前に，ヨルバ語の発音と表記について述べておく。

1.2.1 母音

口母音は /i, e, e. [�], a [�], o. [4], o, u/の 7 つである。音価は Daniel Jones
の cardinal vowelにほぼ同じだが，/i/は若干後ろ (中舌)寄りに発音される。
さらに /in [̃ı], un [ũ], e.n [�̃], o.n/an [4̃]～[�̃]/ の 4 鼻母音がある。o.n と an
は 1 音素であるが，m, b, f, p, gb, w, (h) に続くときには o.n ，それ以外は
an と書き分けられている2 。いずれも標準ヨルバ語では [4̃]と発音される方

1Ethnologue; http://www.sil.org/ethnologue/countries/Nigr.html
2h は例外で， o.n/an の両方と用いられる。
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が普通であるが，特にイバダン (Ibadan)方言では， [�̃]と発音されることが
多い。

1.2.2 子音

子音は /b, t, d, k, g, p [jkp], gb [j�b], f, s, s. [A], r, l/n, w, y, h, m/ の 16 種
が音素として認められる。lと nは相補分布の関係にあり，口母音の前では l
，鼻母音の前では nが現われる3。他の特徴としては，二重調音閉鎖音 p, gb
の存在，無声両唇閉鎖音の欠如，有声摩擦音の欠如などが挙げられる。なお

hは有声音であり，声門接近音 (approximant)と解釈すべきである。

1.2.3 声調

声調は高声調 (´)，中声調 (記号なし )，低声調 (`)の 3 種類を基本とする
が，この 3 つの組み合わせによって下降声調 (ˆ)，上昇声調 (ˇ)，ダウンス
テップ中声調 (¯)が生じる。ただしトネーム (toneme) と認定できるのは H,
M, L だけで，他はすべてアロトーン (allotone) である。下降声調と上昇声
調の出現環境は次の通りである。

下降声調: (HL ⇒ HF) mó.tò「自動車」⇒ mó.tô

上昇声調: (LH ⇒ LR) òŕı「シアバター (shea-butter)」⇒ òřı

ダウンステップ中声調は，浮動低声調 (floating L)に Mが続く場合に生じ
る。floating Lとは，何らかの理由で母音が脱落し，その声調 Lが無音素の
まま残ったものである。

ońı àgbo.n「ココナッツ売り」 ⇒ alágbō.n

現代の一般的な表記法では，アロトーンはすべて表記しない。ただし floating
Lに関しては，最近表記することが多くなっている。先の alágbō.nを表記す
る方法は，現在では次の 4 通りある。下線部が floating L。

1. aláàgbo.n
2. alá`gbo.n
3. alá·gbo.n

ahó.n「舌」 / fihàn「見せる」

3鼻母音は母音の後ろに nを付加して表記されるが，m/nに後続する場合は nが省略される。

bo.n [b4̃]

mo. [m4̃]

pin [p̃ı]

ni [ñı]
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4. alágbo.n

1 ～ 3は floating L を表記しているが，4 では無視している。実際にヨル
バランドで使われているのは 1と 4だけで，2と 3は学術論文などで一部に
用いられている程度である。従来は 4が一般的であったが，最近では 1を用
いることが増えている。ただし簡易的な印刷物や新聞，手書きなどでは，依

然として声調を全く表記しないことも多い。本稿では 1 の方法で表記する。

1.2.4 母音調和

名詞語幹の母音構造は母音調和によって規定されている。母音は

クラス 1: /i, u, a, o, e/

クラス 2: /i, u, a, o. , e./

という 2つのクラスに分かれ，ひとつの語幹に現われる母音は同じクラス
からのものに限られる。

クラス 1 クラス 2
ejò「蛇」 e.jó. 「訴訟」
ewé「葉」 è.jè. 「血」
ebi「空腹」 e.b́ı「血縁」
eera「蟻」 è.dá「生き物」
ewu「危険」 è.wù「シャツ」

ただし母音調和は外来語には適用されない。

mó.tò「自動車」 ”motor” (英語)

名詞の派生に際して，母音調和は一部の接頭辞4についてのみ有効である。

語幹の合成による派生にも母音調和は適用されない。

1.2.5 「連声 (Sandhi)」規則

母音で終わる語/形態素の後ろに母音で始まる語/形態素が続く時，二つの
母音と声調は変化する。同様の現象を持つサンスクリット文法 (ただしサンス
クリットに声調はない)の術語に倣い，本稿ではこの現象を「連声 (Sandhi)」
と呼ぶことにする。ただしヨルバ語における連声はサンスクリットの場合と

異なり，意味が関与してくる場合があるため，すべてを音声環境の記述のみ

で解決することができない点に注意が必要である。ここでは基本的な連声の

傾向を述べるにとどめる。

4「行為者名詞」を参照。
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母音の変化 母音の変化には縮約と脱落があり，連続する母音 1と母音 2が
同じである場合は縮約が起こる。

gé「切る」 ewé「葉」 ⇒ géwé「葉を切る」

so. 「話す」 ò. rò. 「言葉」⇒ sò.rò. 「話す」

母音 1と母音 2が異なる場合はどちらかが脱落するが，脱落の仕方によっ
て次の 3つのパターンに分けられる。

1.母音 1が残る場合，
b́ı「(子を)もうける」 o.mo. 「子供」 ⇒ b́ımo. 「子をもうける」

2.母音 2が残る場合，
ḱı「挨拶する」 o.mo. 「子供」 ⇒ kó.mo. 「子供に挨拶する」

3.母音 3に変化する場合，
pa「殺す」 iró. 「嘘」⇒ puró. 「嘘をつく」

頻度的には 1 のケースが比較的多く，3 のケースは語彙として特化した例
に多く見られる。また，

ké「叫ぶ」 + igbe「叫び」 ⇒ kégbe/ḱıgbe「叫ぶ」

je. 「食べる」 + ı̀yà「苦しみ」 ⇒ jè.yà/j̀ıyà「苦しむ」

のように 1 と 2 の両パターンがどちらも可能な例もある。さらに，

gbé「運ぶ」 + e.sè. 「脚」 ⇒ gbésè. 「行ってしまう，死んでし
まう」 / gbé.sè. 「脚を動かす」

gbà 「取る，受ける」 + iná 「火」 ⇒ gbaná 「火を取る」 /
gbiná「火がつく」

のように，同じ語の組み合わせが異なる連声のパターンを選択することで，

意味の異なった連語を作るケースもある。

声調の変化 声調の変化は，母音の場合に比べて規則的である。ここで注意

しなければならないのは，声調の変化は，母音の変化とは全く独立して起こ

るということである。連続した二つの声調が同じである場合は，単に縮約さ

れるだけである。二つの声調が異なる場合，表層には H > L > M の順位で
残る。ただし「声調」の項で述べたように L は決して脱落せず，floating L
という形でその痕跡をとどめ，後続する声調に変化を与えるので注意が必要

である。例えば，

ilé「家」 ı̀wé「本」⇒ iléwèé「学校」
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という例で，ı̀wé の語頭の L は，ilé の語末の H に取って代わられている
が，後続する é に影響を与え，これを Rにしている。
なお，声調の変化は規則的であるとすでに述べたが，形態音韻論的な例外

が存在する。動詞が 3 人称単数目的語代名詞をとる場合，次のような変化が
起こる。下線部に注目。(3 人称単数目的語代名詞の形については，「目的語代
名詞」の項を参照。)

ó ŕı i ⇒ ó ri「彼は見た」

ó gbó. o. ⇒ ó gbo. 「彼は聞いた」

o s.e é ⇒ o s.é「ありがとう (あなたは行なった)」

ここでは，常に残るはずの Hが脱落しているが，動詞の声調と母音の両方
が脱落していると考えると説明できる。

2 名詞の認定

2.1 名詞認定の難しさ

ヨルバ語における名詞の認定は，音声的，意味的，形態的などさまざまな

基準から議論されてきたが，伝統的な名詞の定義と相容れない例が多く，現

在では文法的機能のみに頼り，その他の基準は分類から排除することが定説

となっている。

例えば，

ó jáàde ḱıáḱıá 「彼は急いで 外へ出た」

彼は 外へ出た 急いで

ó ŕı roboto 「それは丸い」

それは 見える 丸く

における ḱıáḱıáと roboto は，副詞として翻訳されるものであるが，これ
らは同一認定の形態素 niを後置し，文頭に持ってくることでフォーカス倒置
文を作ることができる。

ḱıáḱıá ni ó jáàde 「急いで彼は外へ出た」

急いで である 彼は 外へ出た

roboto ni ó ŕı 「それは丸い」

丸く である それは 見える

ところが，次の例における副詞的要素 (下線部)は，フォーカス倒置文を作
ることができない。
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ó tètè lo. 「彼は遅れずに行った」

彼は 遅れずに 行った

*tètè ni ó lo.

ó lo. ŕı 「かれは前に行った」

彼は 行った 前に

*ŕı ni ó lo.

機能主義的立場からヨルバ語を分析した Awobuluyi は，ḱıáḱıá や roboto
が前置詞 ńıとともに ńı ḱıáḱıá ， ńı roboto という副詞句として用いられう
るという事実も，これらが名詞であることの根拠としている5。

さらに Awobuluyi は，「文の主語になりうるもの」は名詞でなければなら
ないと規定している関係上，代名詞を名詞のサブカテゴリーに組み入れ，代

名詞のカテゴリーを廃止している6。

これに対し，より伝統的な立場からヨルバ語を記述した Bamgbos.eは名詞
句の構造に着目し，「単独で用いられたり，名詞句の中で修飾されたりするこ

とのできる語」という定義を与え7， ḱıáḱıá や robotoのような語は副詞とし
て名詞とは別のカテゴリーに分類している。代名詞についても，被修飾語に

なれないなど，名詞の定義と相容れない性質を根拠に代名詞カテゴリーを別

に立てている。

音声的に見ると，本来ヨルバ語の名詞はすべて母音で始まり，第一音節の

声調は L か M であるという音声上の特徴を持っていたのだが，外来語が多
く導入されるに至り，この特徴は崩れつつある。外来語名詞は，音韻および

音節構造さえヨルバ語化していればその他の音声上の制限は全くない。また

現代ヨルバ語には名詞語頭の母音を脱落させるという傾向があるため，見か

け上子音始まりの名詞はかなり増えてきている。

このように，意味上および音声上の基準からは名詞を認定するのが困難で

あるという事実に鑑み，本稿では，基本的に Bamgbos.e の立場に従って名詞
を分類した上で，意味上および機能上の分類を試みてみたい。代名詞につい

ては，名詞との機能的相違点をはっきりさせた上で，別のカテゴリーとして

扱い，名詞および代名詞的名詞8とともに名詞類 (nominal) という上位カテ
ゴリーを構成するという立場をとることにする。動詞の主語の位置に立ちう

るという特徴において，すべての名詞類は共通している。

2.2 名詞の認定条件

名詞は，次の 4 つの条件のどれかを満たしていなければならない。

5Awobuluyi 1978. pp.17.
6Awobuluyi 1978. pp.22.
7Bamgbos.e 1974
8「代名詞的名詞」を参照。

6



1.名詞的修飾語として用いることができる
名詞は，名詞的修飾語として他の語を修飾することができる。例えば，名

詞句

ilé o.ba (ilé「家」, o.ba「王」)「王宮」

o.kùnrin olówó (o.kùnrin「男」, olówó「金持ち」)「金持ち
の男」

における o.baと olówóは名詞的修飾語であり，従って名詞であると認定
できる。名詞的修飾語が子音で始まる場合，先行母音 (すなわち，非修
飾語の末母音)の伸長が行われる。伸長母音の声調は M 9。

(下線部が伸長母音)

ilée bàbá (bàbá「父」)「父の家」

ajáa Délé (ajá「犬」, Délé「デレ (人名)」)「デレの犬」

ヨルバ語にはいくつかの形容詞があり，名詞的修飾語と同じ位置で用い

られるが，形容詞の場合は子音で始まっていても10伸張母音が現われな

いので，名詞とははっきり区別できる。詳しくは「名詞句の修飾部」を

参照。

2.修飾語として代名詞をとる
修飾語として代名詞をとることのできる語は，すべて名詞である。

(下線部が代名詞)

ilée rè. 「彼 (女)の家」

owóo wa「我々のお金」

ò. rò. ò. mi「私の話」

人称代名詞は名詞と異なり，被修飾語の位置に立つことができない。た

だしヨルバ語には統語論上名詞と全く同じ機能を持つ代名詞的名詞とい

うカテゴリーがある。詳しくは「代名詞的名詞」を参照。

3. ońı- および -ḱı- による名詞派生が可能である
接頭辞 ońı- および接中辞 -ḱı- を用いた名詞派生が可能な語は，すべて
名詞でなければならない。 ońı- による派生は所有者を， -ḱı- による派
生は「どんな～も」或は「悪い～」を意味する。詳しくは「名詞化」を

参照。

ilé「家」 → ońılé「家主」, iléḱılé「どんな家も」
is.é. 「仕事」 → ońıs.é. 「働き者」, is.é. ḱıs.é. 「どんな仕事も」
aya「妻」 → aláya11「妻帯者」, ayakáya「どんな妻も」

9伸張母音は修飾語が修飾語代名詞 (所有代名詞)の場合にも現われる。修飾語代名詞が 1 人
称単数，及び 2 人称単数の場合のみ，伸長母音の声調は L となる。

10形容詞はすべて子音で始まる。
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4.疑問文において疑問詞と交替できる
疑問文では人間以外に ḱı「何」が，人間に ta「誰」が，それぞれ疑問
名詞として用いられる。肯定文を疑問文に変える場合，これらの疑問名

詞に取って替ることができるのは，名詞だけである。

mo ŕı ilé「私は家を見た」 ⇒ ḱı ni mo ŕı? 「私は何を見た?」
mo ŕı olùkó. 「私は先生を見た」 ⇒ ta ni mo ŕı? 「私は誰を見た?」

3 分類と機能

本稿では主に意味的特徴に基づいて名詞を下位分類する。ここで用いられ

る特徴は，名詞の統語的振る舞いに関与的である点に注意されたい。次のよ

うな分類が可能である。

3.1 具体名詞と抽象名詞

具体名詞は，目で見たり，指し示したりできるが，抽象名詞はそれが不可

能である。動詞 fi . . . kàn 「触る」と共に用いられるか否かで，具体名詞と
抽象名詞を分類することができる。例えば

mo fo.wó. kan as.o. 「私は服に触れた」

*mo fo.wó. kan ı̀lera「* 私は健康に触れた」

で，as.o. 「布」は fi . . . kàn と共に用いることが可能であり，具体名詞に分類
されるが，ı̀lera「健康」は用いることができず，抽象名詞に分類される。そ
の他の具体名詞，及び抽象名詞の例は以下の通り。

具体名詞 抽象名詞

e.ja「魚」 ı̀fé. 「愛情」
àpót́ı「箱」 àláf́ıà「平和」
ı̀wé「本」 ikú「死」
o.mo. 「子供」 àlo. 「出発」
igi「木」 à̀ıńı「貧困」
òrùlé「屋根」 ı̀rònú「内省」
apáta「岩」 ı̀mò. 「知識」
ı̀yàwó「妻」 èrò「考え」

3.2 可算名詞と不可算名詞

可算名詞は，数えられうるという特徴ゆえに，数詞と共に用いることがで

きる。一方不可算名詞は数詞と共に用いることはできない。例えば，以下の
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例文

ó bu e.ran mé.rin「彼は肉を 4片切り取った」

*ó bu iyò. mé.rin「* 彼は塩を 4つ切り取った」

(mé.rin「4つ」)

において， e.ran「肉」は，スープなどに入れる肉片を意味し，数えることが
できるため数詞と共に用いることができる12。一方 iyò. 「塩」は数えること
ができないので，数詞と共に用いることができない。その他の可算名詞，及

び不可算名詞の例は以下の通り。

可算名詞 不可算名詞

ı̀wé「本」 omi「水」
ajá「犬」 iyanr̀ın「砂」
ewé「葉」 è.fó. 「野菜」
igbá「瓢箪」 irun「毛」
e.ja「魚」 e.mu「ヤシ酒」
ı̀lú「町」 òtútù「寒さ」

3.3 人間名詞と非人間名詞

人間名詞は疑問文において，疑問詞 ta「誰」に置き換えられるが，非人間
名詞は ḱı「何」に置き換えられる。

wó.n ŕı olùkó. 「彼らは先生を見た」 ⇒ ta ni wó.n ŕı? 「彼らは誰を見た?」
wó.n ŕı e.s.in「彼らは馬を見た」 ⇒ ḱı ni wó.n ŕı? 「彼らは何を見た?」

以上の例文における olùkó. 「教師」は人間名詞であり，疑問文では人間を表
す疑問詞 ta に置き換えられる。一方 e.s.in「馬」は非人間名詞であり，疑問
文では人間以外を表す ḱıに置き換えられる。
その他の例は次の通り。

人間名詞 非人間名詞

akò.wé「事務員」 ajá「犬」
ı̀yàwó「妻」 owó「お金」
àbúrò「弟，妹」 ilé「家」
ońılé「家主」 ı̀gò「瓶」
s.ó. jà「兵士」 erin「ゾウ」
ayaba「王妃」 omi「水」
o.kùnrin「男」 àgùtàn「羊」

12e.ran「肉」は切り分けられた肉片の状態にある場合のみ可算名詞として扱われ，それ以外
は不可算名詞として扱われる。
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3.4 場所に関する名詞

場所に関する名詞は，疑問文で疑問詞 ibo「どこ」に置き換えられる。ま
た場所を表す助動詞 ti / gbéと共に用いることもできる。例えば

ó wà ńı Èkó「彼はラゴスにいる」

⇒ ńıbo l’ó wà? 「彼はどこにいる?」

ó ŕı mi ńı òkè「彼は頂上で私に会った」

⇒ òkè ni ó ti / gbé ŕı mi「頂上で彼は私に会った」

その他の例は次の通り。

Ò. yó.「オヨ (地名)」, ilé-̀ıwé「学校」, oŕı「上」, ı̀d́ı「基地」, òrùlé
「屋根」, ı̀sàlè.「下部」, ı̀ta「外」, ibi「場所」, ibè.「あの場所」

3.5 時に関する名詞

時に関する名詞は，疑問文で疑問詞句 ı̀gbà wo「いつ」に置き換えられる。
例えば

ó lo. ńı àná「彼は昨日行った」

⇒ ı̀gbà wo ni ó lo.? 「彼はいつ行った?」

a d̀ıde ńı àárò. 「私たちは朝外出した」

⇒ ı̀gbà wo ni a d̀ıde? 「私たちはいつ外出した?」

その他の例は次の通り。

o.dún「年」, os.ù「月」, alé.「晩」, ı̀rò. lé.「夕方」, òńı「今日」, ò. sè.
「週」, ı̀jé.ta「おととい」

3.6 数に関する名詞

数に関する名詞は，数に関する修飾語を派生することができる。その種類

は次の通り。

基数: eni「1」, èj̀ı「2」, è.ta「3」, e.rin「4」, àrún「5」, è.fà
「6」, ò. kan / ı̀kan 「一つ」, ogún 「20」, o.gbò.n 「40」, ò. rún
「100」, etc.

数字: oókan「1」, eéj̀ı「2」, e. é.ta「3」, e.é.rin「4」, etc.

序数: èḱıńı「最初 (のもの/人)」, èkej̀ı「二番目 (のもの/人)」,
è.ke.ta「三番目 (のもの/人)」, è.ke.rin「四番目 (のもの/人)」, etc.
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基数は数を数える時用いる形で，「1」には数える場合に用いる eni と，「一
つ (のもの)」を意味する ò.kan / ı̀kan の両方が存在する。
「数字」とは，数そのものの名前で，算数などで用いる。

eéj̀ı àteéj̀ı jé. e. é.rin (àteéj̀ı = àti「～と」 eéj̀ı, je. 「～になる」)
「2掛ける 2は 4」

3.7 価格に関する名詞

価格に関する名詞は，疑問文で èló「いくら」に置き換えられる。例えば

mo pa Ná́ırà mé.ta「私は 3ナイラ稼いだ」

⇒ èló ni mo pa? 「私はいくら稼いだ?」

ó ku Kó.bò. mé.rin「彼は 4コボ 残した」

⇒ èló ni ó kù? 「彼はいくら残した?」

現在一般に使用されている価格名詞は次の通り。

Ná́ırà「ナイラ」, Kó.bò.「コボ」, àpò「200ナイラ」

3.8 数量に関する名詞

数量に関する名詞は，後続する名詞の数量を測るものである。数量に関す

る名詞は，単独で現われることができない13。

ò.pò. èǹıyàn「たくさんの人」

s.às.à ob̀ınrin「わずかの女性」

その他の例は次の通り。

ò.pò. 「たくさん」, ò.pò. lo.pò. 「たくさん」, s.às.à「わずか」, k̀ık̀ı
「～のみ」, gbogbo「全部」, e.gbe.gbè.rún「数千」, ogunló.gò.「無
数」, ı̀dáj̀ı「半分」, ı̀dáta「三分の一」, ı̀dá méj̀ı「二分の一」,
ı̀dá mé.ta「三分の一」, ı̀dá mé.rin「四分の一」 etc.

3.9 指示名詞

指示名詞は指示に関する修飾語を派生することができる。次のようなもの

がある。

èýı「これ」, ı̀ye.n「あれ」, ı̀wò.nýı「これら」, ı̀wò.nye.n「あれ
ら」, ı̀wo.nǹı「あれら」

13gbogbo「全部」は単独でも現われることがある。
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3.10 疑問名詞

疑問名詞は，疑問文で他の名詞に替って用いられる。次のようなものがある。

ḱı「何」, ta「誰」, èwo「どれ」, èló「いくら」, ibo「どこ」,
èkélòó「何番目」

4 名詞化

ヨルバ語では，動詞 (句)，名詞，及び文から新しい名詞 (節)を派生させる
ことができる。次は動詞及び文を名詞化する例。

lo. 「行く」 → àlo. 「出発」
sùn「寝る」 → àtisùn「寝ること」
r̀ın「歩く」 → ŕır̀ın「歩くこと」
fi ara balè. 「沈黙する」 → ı̀farabalè.「沈着」
mo. tara e.ni ǹıkan「自分自身のみを知る」 → ı̀mo.-tara-e.ni-ǹıkan「自分本位，利己主義」
wó.n lo. 「彼らが行った」 → pé wó.n lo. 「彼らが行ったこと」

次は名詞から新たな名詞を派生させる例。

ajá「犬」 → alájá「犬の飼い主」
os.ù「月」 → os.oos.ù「毎月」

名詞化の方法には次の 3タイプがある。

1.接頭辞による名詞化

lo. 「行く」 → alo. 「出発」
fé. 「好む」 → ı̀fé. 「愛情」
ilé「家」 → ońılé「家主」

2.名詞節導入語14による名詞化

文を名詞節化する場合，名詞節導入語 pé15 を用いる。

wó.n lo. 「彼らが行った」 → pé wó.n lo. 「彼らが行ったこと」

3.重複による名詞化
重複には語全体を重複する完全重複と，語の一部のみを重複する部分的

重複がある。

14Bamgbose 1990: wúnrè.n as.e ı̀so.dorúko.
Awobuluyi 1978: introducer
15péは本来「(～と) 言う」を意味する動詞。名詞節導入語としての機能は，派生されたもの
と考えられる。
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(a)完全重複による派生

o.dún「年」 → o.do.o.dún「毎年」
wolé「家に入る」 → woléwolé「衛生検査官」
o.mo. 「子供」 → o.mo.kó.mo. 「どんな子供でも，悪い子供」

(b) 部分的重複による派生

lo. 「行く」 → ĺılo. 「行くこと」
r̀ın「歩く」 → ŕır̀ın「歩くこと」
dùn「甘い」 → d́ıdùn「甘さ」

4.1 名詞化の分類

名詞化のプロセスによって新たに派生された名詞のタイプに応じて，名詞

化を次のように分類する。

4.1.1 抽象名詞

抽象名詞は動詞及び動詞句から派生され，その方法は次の 3通り。

1.接頭辞 à- / ı̀- を動詞及び動詞句に付与する方法

lo. 「行く」 → àlo. 「出発」
bò. 「来る」 → àbò. 「到着」
jo. 「集まる」 → àjo. 「集会」
rò so. 「想像する」 → àròso. 「想像」

fé. 「好む」 → ı̀fé. 「愛情」
r̀ın「歩く」 → ı̀r̀ın「旅」
gbà gbó. 「信じる」 → ı̀gbàgbó. 「信用」
yo.nu「厄介である」 → ı̀yo.nu「トラブル」

どちらの接頭辞を取るかは，語彙的に決定している場合が普通だが，中

には両方の接頭辞を取りうる例もある。

mo. ò.ràn「忠告する」 → ı̀mò.ràn / àmò.ràn「忠告」
yé. śı「尊敬する」 → ı̀yé.śı / àyé. śı「尊敬」
ýı padà「変わる」 → ı̀ýıpadà / àýıpadà「変化」
bè. wò「訪れる」 → ı̀bè.wò / àbè.wò「訪問」

以上の例における接頭辞 à- / ı̀- の選択は，自由変異である。ただし，両
方の接頭辞を異なった意味に使い分けている例も存在する。
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dán wò「試す」 → àdánwò「試練」
→ ı̀dánwò「試験」

2.部分的重複による方法
動詞の語頭子音を重複し，母音 ı́ (声調は常に H)を挿入することにより，
動作，様態を表す名詞を派生することができる。

(下線部が重複された子音)

lo. 「行く」 → ĺılo. 「行くこと」
r̀ın「歩く」 → ŕır̀ın「歩くこと」
ra as.o. 「服を買う」 → ŕıra as.o. 「服を買うこと」
dùn「甘い」 → d́ıdùn「甘さ」

目的語を持つ動詞句を，部分的重複によって名詞化した場合，目的語の

語順は動詞の前と後の両方が可能になる。

(下線部が目的語)

ra as.o. 「服を買う」 → ŕıra as.o. / as.o. ŕırà「服を買うこと」
so. ò. rò. 「話す」 → śısò.rò. / ò.rò. śıso. 「話すこと」
ko. orin「歌う」 → ḱıko. orin / orin ḱıko. 「歌うこと」
ja olè「盗みを働く」 → j́ıja olè / olè j́ıjà「窃盗」

目的語を後置した場合と，前置した場合では意味が若干異なる。後置し

た場合は，特に言外の含みのない，ただの動作を表し，前置した場合は，

習慣化した動作を表す。特に後者は，話者が非難のニュアンスをこめて

用いる場合が多い。

(下線部が目的語)

ŕıra as.o. 「服を買うこと」

as.o. ŕırà「よく服を買うこと，服ばかり買うこと」

as.o. ŕırà kò dá (kò dá「よくない」)「服ばっかり買うのはけ
しからん」

3.接頭辞 àti-を動詞及び動詞句に付与する方法

lo. 「行く」 → àtilo. 「行くこと」
dé adé「戴冠する」 → àtidádé「戴冠すること」
kó. ilé「家を建てる」 → àtikó. lé「家を建てること」
ra mó.tò「車を買う」 → àtira-mó.tò「車を買うこと」

àtiによって派生された名詞は様態，或は動作を表す。
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àtilo. kò s.òro (= b́ı a s.e máa lo. kò s.òro)
(kò s.òro「難しくない」) 「行くこと (行き方)は難しくない」
ó ń rojú àtilo. (= ó ń rojú ĺılo.)
(ó ń rojú「彼は賛成している」) 「彼は行くことに賛成している」

4.1.2 行為者名詞

行為者名詞は e.ni t́ı ó s.e nǹkan「～をする人」という名詞節に置き換える
ことができる。

e.ni t́ı ó ń mut́ı「酒を呑む人」 = ò.mùt́ı「酒呑み」
e.ni t́ı ó ń wòran「観劇する人」 = olùwòran「観客」

行為者名詞の派生方法には，次のようなものがある。

1.動詞及び動詞句に，接頭辞 ò- / ò. - を付与する方法

s.eré「演奏する」 → òs.èré「楽団」
puró. 「嘘をつく」 → òpùró. 「嘘つき」
s.is.é. 「働く」 → òs.̀ıs.é. 「働き者」
mùwè. 「泳ぐ」 → òmùwè. 「泳ぐ人」

mo. ı̀wé「本を知る」 → ò.mò.wé「博士」
je. o.gbó.n「意味を理解する」 → ò. jò.gbó.n「教授」
dá ojú「冷淡である」 → ò. dájú「冷淡な人」

ò- / ò. - の選択は，後続する母音に合わせ，母音調和のルール16に従って

決定される。

2.動詞及び動詞句に，接頭辞 òǹ- を付与する方法
専門的職業を表す名詞によく用いられる。

tè.wé「印刷する」 → òǹtè.wé「出版人，出版社」
kò.wé「書く」 → òǹkò.wé「作家，文筆家」
tajà「商売をする」 → òǹtajà「商人」
rorò「乱暴である」 → òǹrorò「乱暴者」

3.動詞及び動詞句に，接頭辞 a- を付与する方法

dájó. 「判決を下す」 → adájó. 「判事」
kò.wé「書く」 → akò.wé「事務員」
ko.rin「歌う」 → ako.rin「歌い手」
ké.kò. ó. 「教育を受ける」 → aké.kò. ó. 「学生」

16「母音調和」を参照。
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4.名詞に，接頭辞 oni-を付与する方法
この方法による名詞は，すべて ùで始まる名詞を基にしているが，オヨ
(Ò. yó.) 方言を基本とした現代の標準ヨルバ語には ùで始まる名詞がない
ため，古語，もしくはオヨ方言以外の方言に由来17し，広まった可能性

がある。

oni ?ùbè.wò → olùbè.wò「調査員」
oni ?ùgbèjà → olùgbèjà「味方」
oni ?ùgbàlà → olùgbàlà「救世主 (キリスト)」
oni ?ùpèsè → olùpèsè「扶養者 (キリスト)」
oni ?ùbùkún → olùbùkún「加護者 (キリスト)」

5.動詞句の重複による方法
特定の動詞と名詞が結び付いた連語18を重複して，行為者名詞を派生する。

daran「(家畜を)追う」 → darandaran「家畜を追う人」
túlé「裏切る」 → túlétúlé「裏切者」
dánà「(道路で)強盗をする」 → dánàdánà「武装強盗」
gbó.mo. 「子供をさらう」 → gbó.mo.gbó.mo. 「子供さらい」
paná「火を消す」 → panápaná「消防隊」

4.1.3 道具名詞

道具名詞は ohun t́ı ó ń s.e nǹkan / ohun t́ı a fi ń s.e nǹkan 「それで何か
を行う物」という名詞節に置き換えることができる。

ohun t́ı a fi ń gbálè. 「床を掃く物」 = ı̀gbálè. 「帚」
ohun t́ı a máa ń d̀ı「縛る物」 = ı̀d̀ı「包み」
ohun t́ı ó ń te. nǹkan「印刷する物」 → òǹtè. 「スタンプ」

道具名詞の派生には，次の 4通りの方法がある。

1.動詞及び動詞句に，接頭辞 ı̀- / à- を付与する方法

17例えばイジェシャ (̀Ijè. s.à) 方言には， u で始まる名詞 (us.u「ヤム」など。標準語では is.u)
が残存している。

18Bamgbos.e 1964, ”verb-nominal collocation”
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s.áná「火花を散らす」 → ı̀s.áná「マッチ，ライター」
ráns.o. 「縫う」 → ı̀ráns.o. 「ミシン」
para「体を擦る」 → ı̀para「ボディクリーム」
ro.ŕı「頭を横たえる」 → ı̀rò. ŕı「枕」
wò.n「計る」 → ı̀wò.n「秤」
lé「上に載る」 → ı̀lé「一山19」

pa tà「屠って売る」 → àpatà「屠殺20」

fò piná「ヒラヒラ飛ぶ」 → àfòpiná「蛾，羽蟻」
lò kù「使い古す」 → àlòkù / àlùkù「中古品」
je. kù「食べ残す」 → àje.kù「食べ残し」
d̀ı re. 「縛って浸す」 → àd̀ıre. 「絞り染め布」

接頭辞の選択は語彙的に決まっているが， ı̀-をとる例の方が多い。ただ
し一つの派生に両方の接頭辞が可能な例もある。

ro. 「(液体を)注ぐ」 → ı̀ro. / àro. 「漏斗」

上の例で， ı̀ro. / àro. は自由変異。
2.動詞及び動詞句に，接頭辞 a- を付与する方法

sé. 「漉す」 → asé. 「濾過器」
jò. 「篩う」 → ajò. 「ふるい」
lù pùpù「プププと音を立てる」 → alùpùpù「オートバイ」

3.動詞及び動詞句に，接頭辞 òǹ- を付与する方法

tè. 「押し付ける」 → òǹtè. 「スタンプ」
kà「読む」 → òǹkà「読み物」

4.動詞及び動詞句を重複する方法。病名に多い。

jè. d́ı「尻を患う」 → jè. d́ıjè. d́ı「痔」
je.ýın「歯を患う」 → je.ýınje.ýın「虫歯」

4.1.4 否定名詞

ヨルバ語は，動詞及び動詞句から否定名詞を派生することができる。否定

名詞の派生には，次の 3通りがある。

1.動詞及び動詞句に，接頭辞 à̀ı- を付与する方法
この方法で派生される否定名詞は，「～しないこと」を意味する抽象名詞

である。
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lo. 「行く」 → à̀ılo. 「行かないこと」
lówó「金を持つ」 → à̀ılówó「金を持たないこと」
tètè dé「すぐに来る」 → à̀ıtètè-dé「すぐに来ないこと」

2. 2つの動詞及び動詞句に，2種の接頭辞を組み合わせる方法
接頭辞は第 1動詞 (Vb1)が à- ，第 2動詞 (Vb2)が à̀ı- を取り，次のよ
うな形となる。

à-Vb1-à̀ı-Vb2

Vb1 の母音と，後続する接頭辞 à̀ı- は，次のようなプロセスを経て融合
する。

je. ; je. tán > àje. à̀ıje.tán > àje. ı̀je.tán (母音脱落) > àje. è.je.tán (逆
行同化)「食べ終えないこと，食べ残すこと，食べ残す人」

意味的には，抽象名詞と行為者名詞の両方があり，文脈によって決定さ

れる。

àje. è.je.tán ni「彼は食べ残す人だ」(「食べ残す人」行為者名詞)

ó je. ńı àje. è.je.tán 「彼は食べ残した」(「食べ残すこと」抽象
名詞)

その他の例:

bù; bù tán (> àbù̀ıbùtán) > àbùùbùtán
「汲む; 汲み尽くす」 「汲み残すこと/人」
pa; pa tán (> àpàıpatán) > àpaàpatán
「殺す; 止めを刺す」 「半殺しにすること/人」
ẃı; gbó. > àẃı̀ıgbó.
「話す; 聞く」 「聞き分けのないこと/人」
kó. ; gbó.n (> àkó. ı̀gbó.n) > àkó. ò.gbó.n
「学ぶ; 賢い」 「学んでも身に付かないこと/人」

この方法による否定名詞の派生で，実際に否定されているのは第 2動詞
のみであることに注意。例えば àẃı̀ıgbó. (第 1動詞: ẃı「話す」; 第 2動
詞 gbó. 「聞く」) は，文字どおりには「聞かずに話すこと/人」を意味
する。

3. 2つの動詞及び動詞句に，接頭辞と否定辞を組み合わせる方法
第 1動詞が接頭辞 a- を取り，第 2動詞は否定辞 máà によって否定さ
れる。

a-Vb1-máà-Vb2

否定されるのは第 2動詞のみ。意味は à-と à̀ı-を組み合わせた方法によ
る派生と同じ。
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lo.; máà dágbére → alo.máàdágbére
「行く; 別れを告げない」 「別れを告げずに行くこと/人」
re.ru; máà sò. → are.rumáàsò.
「荷を運ぶ; 下ろさない」 「荷を下ろさないこと，苦労を好む人」

kó. lé; máà gbé → akó. lémáàgbé
「家を建てる; 住まない」 「家を建てて住まないこと/人」

4.1.5 所有者名詞

所有者名詞は名詞から派生され，名詞節 e.ni t́ı ó ńı nǹkan 「～を所有す
る人」と置き換えることができる。ただし，この方法で派生された名詞には，

特殊化した意味でイディオムとして用いられるものが多い。

ońı as.o. → alás.o. 「布の持ち主，布屋」
ońı ogun → ológun「争議を持つ人，兵士」
ońı o.dún → o. ló.dún「祝事を持つ人，祭りの主催者」

所有者名詞の派生には，次の 4通りの方法がある。

1.名詞 (句)に，接頭辞 ońı- を付与する方法

ońı o.ko. 「夫」 → o. ló.ko. 「既婚女性」
ońı gèlè「頭に巻く布」 → ońıgèlè「巻布の持ち主，巻布屋」
ońı e.ran「肉」 → e.lé.ran「肉の持ち主，肉屋」
ońı orin「歌」 → olórin「歌を持つ者，歌手」
ońı àpatà「屠殺」 → alápatà「肉屋，屠殺業者」

2.重複による方法
ońı-によって派生された所有者名詞の前に，基になる名詞を置くことで，
「誰かの～」という，被所有者/物を意味する名詞を派生する。

Nn1-ońı-Nn1

o.ko. 「夫」 → o.ko. ló.ko. 「誰かの夫」
o.mo. 「子供」 → o.mo.ló.mo. 「誰かの子供」
ilé「家」 → ilé ońılé「誰かの家」
ò. rò. 「話」 → ò. rò. ló.rò. 「誰かの話」
owó「お金」 → owólówó「誰かのお金」

3.名詞 (句)に，接頭辞 oni- を付与する方法
接頭辞 oni-は，声調パターン LL(L)の名詞にのみ付与される。また，こ
の方法による派生プロセスの対象となる名詞は主に抽象名詞であり，派

生された名詞はある種の特質，性質を持った人を表すことが多い。
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è.gàn「軽蔑」 → e.lè.gàn「軽蔑的な人」
ò. tè. 「反逆」 → o. lò. tè. 「反逆者」
ààyè「生きていること」 → alààyè「生き物」
ès.ù「悪魔」 → elès.ù「悪魔的な人」
òs.̀ı「貧困」 → olòs.̀ı「貧民」

4.名詞 (句)に，接頭辞 abi- を付与する方法
人や物の特徴，特に身体的特徴を描写する例が多い。また，悪口に用い

られる傾向もある。

oyún「妊娠」 → aboyún「妊婦」
ı̀yé. 「羽」 → ab̀ıyé. 「鳥」
òs.̀ı「貧困」 → abòs.̀ı「貧民」
e.nu gbàǹgbà「大きな口」 → abe.nu gbàǹgbà「大口野郎」
ojú kon̄ko「悪い目付き」 → abojú kon̄ko「目付きの悪い奴」
e.sè. wo.ro.ko. -wó.ró.kó. 「脚が不自由なこと」 → abe.sè. wo.ro.ko. -wó.ró.kó. 「びっこ野郎」

4.1.6 配分名詞

配分名詞とは，「それぞれの～，毎～」或は「どの～も」を意味する名詞で

ある。この名詞化の対象となるのは，名詞のみである。名詞化の方法には，次

の 2通りがある。

1.名詞を重複する方法

e.gbé. 「社会」 → e.gbe.e.gbé. 「それぞれの社会」
o.dún「年」 → o.do.o.dún「毎年」
àárò. 「朝」 → àràárò. 「毎朝」
ò. sè. 「週」 → ò. sò. ò. sè. 「毎週」

2.接中辞 -ḱı- を用いた名詞の重複による方法

e.gbé. 「社会」 → e.gbé.ké.gbé. 「どんな社会も」
e.ni「人」 → e.niké.ni「どんな人も」
ilé「家」 → iléḱılé「どんな家も」
ibi「場所」 → ibiḱıbi「どんな場所も」

接中辞 -ḱı- を用いた配分名詞は，ネガティブな意味を持つ場合があり，
文脈によって判断する必要がある。

e.gbé.ké.gbé. 「どんな社会も」/「悪い社会，邪悪な結社」

o.mo.kó.mo. 「どんな子も」/「悪童」
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4.1.7 副詞的名詞

場所及び時を表す名詞に，接頭辞 àti- を付与し，「～から」という副詞的
な意味の名詞を派生する。意味は副詞的であるが，あくまで名詞である点に

注意。

òkè「頂上」 → àtòkè「頂上から」
è. ỳın「後ろ」 → àtè. ỳın「後ろから」
Èkó「ラゴス」 → àtÉkòó「ラゴスから」
àná「昨日」 → àtàná「昨日から」
àárò. 「朝」 → àtàárò. 「朝から」
ı̀jé.ta「おととい」 → àt̀ıjé. ta「おとといから」

4.1.8 強調名詞

名詞のみを対象とした名詞化で，本来の意味を強調する働きがある。名詞

化の方法は，次の 2通り。

1.接中辞 -ńı-を用いた名詞の重複による方法
この方法による派生名詞は，その性格，特徴を極めたもの，あるいはと

りわけその特徴の著しいもの，という意味を持つ。

ò. pò. → ò. pò.lo.pò.
「たくさん」 「非常にたくさん」

àgbà → àgbàlagbà
「成人」 「中年，初老の人」

ògbó → ògbólógbòó
「チャンピオン」 「チャンピオンの中のチャンピオン」

2.名詞に，接頭辞 ońı-を付与する方法
この方法による派生名詞は，「まさしく～」，「典型的な～」のように，ま

ぎれもなくその種類のものであるということを強調する。

akò.wé「事務員」 → alákò.wé「(典型的な)事務員」
o.mo.ge「少女，娘」 → o. ló.mo.ge「(典型的な)少女」
akàn「蟹」 → alákàn「(典型的な)蟹」
age.mo. 「カメレオン」 → aláge.mo. 「(典型的な)カメレオン」

人名にもよく用いられる。

Àjàlá「アジャラ」 → Alájàlá「アラジャラ」
Àbè.ńı「アベニ」 → Alábè.ńı「アラベニ」
Èdùmarè「エドゥマレ」 → Elédùmarè「エレドゥマレ」
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語形的には，やはり接頭辞 ońı- を用いた所有者名詞と全く同じであり，
紛らわしいが，所有者名詞の場合，派生された名詞と基になる名詞は別

のものを指し示すのに対し，強調名詞では派生された名詞と基になる名

詞が同一のものである点が異なる。

o.ko. 「夫」 �= o.ló.ko. 「人妻」 (所有者名詞)
o.mo.ge「少女」 = o.ló.mo.ge「(典型的な)少女」 (強調名詞)

4.2 名詞化における特徴と問題点

ヨルバ語では，一つの語/句から複数の派生を行うことが可能である。

s.e「する」 → ı̀s.e「行動」 抽象名詞

s.́ıs.e「すること」 抽象名詞

àtis.e「すること」 抽象名詞

olùs.e「行為者」 行為者名詞

à̀ıs.e「しないこと」 否定名詞

ta o. jà「商売する」 → ı̀tajà「商売」 抽象名詞

t́ıtajà / o. jà t́ıtà「商売すること」 抽象名詞

àtitajà「商売すること」 抽象名詞

òǹtajà「商人」 行為者名詞

tajàtajà「商人」 行為者名詞

à̀ıtajà「商売しないこと」 否定名詞

o.dún「年」 → o. ló.dún「～才である人」 所有者名詞

o.do.o.dún「毎年」 配分名詞

o.dúnkó.dún「どんな年も」 配分名詞

4.2.1 名詞化と同音異義語

同音の接頭辞が複数の派生に用いられているため，同音異義語が多くなる。

s.áná「火花を散らす」 → ı̀s.áná「一触即発」 抽象名詞

ı̀s.áná「マッチ」 道具名詞

bè. 「乞う」 → àtibè. 「乞うこと」 抽象名詞

ibè. 「あそこ」 → àtibè. 「あそこから」 副詞的名詞

akàn「蟹」 → alákàn「蟹売り」 所有者名詞

alákàn「蟹」 強調名詞
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4.2.2 二次派生

派生された名詞から，さらに二次派生を行うことが可能であり，実際によ

く行われている。

一次派生 二次派生

pa tà → àpatà → alápatà
「屠殺する」 「屠殺」 「屠殺業者」

kò.wé → akò.wé → alákò.wé
「書く」 「事務員」 「事務員」

gbó.ràn → à̀ıgbó.ràn → alá̀ıgbó.ràn
「聞く」 「不服従」 「反抗的な人」

dájó. → ı̀dájó. → ońıdàájó.
「判決を下す」 「判決」 「判事」

5 代名詞

代名詞は名詞類に属するが，修飾語をとることができない。また接続詞 àti
による並列も不可能である。代名詞は人称 (一，二， 3 人称)と数 (単数と複
数)のシステムを持ち，統語的位置 (主語，目的語，修飾語)によって三つの
異なった系列を有する。

5.1 主語代名詞

主語代名詞の基本形は次の通りである。

単数 複数

1. mo a
2. o e.
3. ó wó.n

主語代名詞は後続する動詞構造辞に応じて若干の異形を持つ。未来を表す

動詞構造辞 á の前では次のような形をとる。

単数 複数

1. mà à
2. wà è.
3. á wó.n

次は否定辞 kò の前で用いられる形。下線部が異形。
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単数 複数

1. n̄ a
2. o e.
3. Ø wo.n

5.2 目的語代名詞

単数 複数

1. mi wa
2. o./e. ýın
3. 動詞の語末母音 wo.n

目的語代名詞の声調は，直前に立つ動詞の声調に応じて決定される。直前

に立つ動詞が H動詞の場合，目的語代名詞の声調は M。M/L動詞の場合は
Hになる。ただし 2 人称複数代名詞 ýın は例外で常に H。

ó ŕı mi (H動詞 ŕı「見る，会う」)「彼は私に会った」

ó jo mı́ (M動詞 jo「似る」)「彼は私に似ている」

ó wò mı́ (L動詞 wò「見る」)「彼は私を見た」

ó gbà á (L動詞 gbà「手に入れる」)「彼はそれを手に入れた」

ó mu ún (M動詞 mu「飲む」)「彼はそれを飲んだ」

5.3 修飾語代名詞

修飾語代名詞は他の名詞を修飾し，名詞句をつくる。所有代名詞 (possessive
pronoun) とも呼ばれる。

単数 複数

1. mi wa
2. re./e. ýın
3. rè./è. wo.n

6 代名詞的名詞

代名詞的名詞は，人称と数のシステムを持つという点で，極めて代名詞的

な名詞である。

単数 複数

1. èmi àwa
2. ı̀wo. è.yin
3. òun àwo.n
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代名詞的名詞は，一般に強調代名詞 (emphatic pronoun)，独立代名詞 (in-
dependent pronoun)などと呼ばれ，代名詞として分類されて来たが，その文
法的振る舞いは名詞と共通しており，代名詞とは異なる。例えば代名詞的名

詞は修飾語をとることができる。

èmi náà「私も」 (náà「～も」 冠詞的修飾語)

ı̀wo. ỳı́ı「ここの君」 (ỳı́ı「この」 指示詞的修飾語)

また，動詞の主語になる場合，名詞と同じく語末の声調変化21を被る。

èmı́ lo. 「私は行った」

ı̀wó. mò. 「あなたは知っている」

さらに，接続詞 àti による等位接続が可能である。

èmi àti òun「私と彼」

7 名詞句

7.1 名詞句の特徴

名詞句は，次のような 3種の構造的位置を占めうる。

1.名詞句は主語の位置に立ちうる

ajá gbó「犬は老いた」

bàbá mi lo. 「私の父は行った」

2.名詞句は目的語の位置に立ちうる

mo ra e.ja「私は魚を買った」

ó ŕı ı̀yàwó ò. ré. mi「彼は私の友人の妻に会った」

3.名詞句は，代名詞によって置き換えが可能である

ajá gbó ⇒ ó gbó
「犬は老いた」 「それは老いた」

bàbá mi lo. ⇒ ó lo.
「私の父は行った」 「彼は行った」

mo ra e.ja ⇒ mo rà á
「私は魚を買った」 「私はそれを買った」

名詞句は，主要部と修飾部という 2大要素によって構成される。
21動詞構造の直前に立つ主語名詞の語末声調が H に変化する現象。本稿では，この H を表
記していない。
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7.2 名詞句の主要部

名詞句には，単一の名詞，代名詞，修飾語を伴った名詞，の 3種が存在す
る。単一の名詞，あるいは代名詞の場合，それはそのまま主要部となる。

主要部

igi wó「木が倒れた」 (igi「木」)
mo ra e.ja「私は魚を買った」 (mo「私」, e.ja「魚」)
ó wo òkè「彼は頂上を見た」 (ó「彼」, òkè「頂上」)

複数の語からなる名詞句は，主要部と修飾部に分けられる。修飾の機能を

果たしていない語が主要部である。

主要部

mo gba ı̀wé ńlá kan「私はある大きな本を手に入れた」 (̀ıwé「本」)
ilé ńlá méj̀ı wà ńıbè. 「あそこに 大きな家が 2軒ある」 (ilé「家」)

名詞句が修飾部を含む場合，代名詞は主要部になることができない。

7.3 名詞句の修飾部

修飾部を構成する修飾語は，次のように分類される。

1.名詞的修飾語
名詞，或は代名詞が他の名詞を修飾する場合，これを名詞的修飾語と呼

ぶ。名詞的修飾語が子音で始まる場合，先行する名詞の語末母音が伸長

され，中声調を持つ。

ilée bàbá「父の家」

è.wùu Délé「デレの服」

o.mo.o. wa「私たちの子供」

araa rè. 「彼の身体」

名詞的修飾語を持つ名詞句は，関係構造と同格構造の二つに分類される。

(a)関係構造
関係構造は，非強調形と強調形の二つに下位分類される。

i.非強調形
非強調形の主要な役割としては，まず所有者の表示が挙げられる。

owóo Délé「デレのお金」
ilé o.ba「王の家」
ı̀yàwóo t́ıs.à「教師の妻」
ı̀ru e.ran「動物の尻尾」

その他にも，様々な関係を表示する役割を持つ。

26



owóo mó.tò「乗車券」(手段)
ı̀gò epo「油の瓶」(用途)
ilé e.jó. 「裁判所」(場所)
ajá o.de. 「猟犬」(用途)
o.mo. Èkó「ラゴス生まれの人」(場所)
àpót́ı ide. 「蓋付きの箱」(形体)

次のようなイディオム的連語が存在する。

owó oŕı (owó「お金」, oŕı「頭」)「税金」
e.nu ò.nà (e.nu「口」, ò.nà「道」)「戸口」
ilé ı̀wé (ilé「家」, ı̀wé「本」)「学校」
ojú ò. run (ojú「目，顔」, ò. run「天」)「空」

ii. 強調形
強調形は，二つの要素間に接続辞 ti を挟むことによって作られる。
先行する名詞の語末母音は伸長され，中声調を持つ。非強調形に比

べ，所有関係がはっきり示されている。
非強調形 強調形

ilé o.ba「王の家」 ilée ti o.ba「王のものである家」
ilée wa「私たちの家」 ilée tiwa「私たちのものである家」

また，専ら所有の意味でのみ用いられる点でも，非強調形とは異なっ

ている。

as.o.o. ti è.gbó.n「兄の服」
ile. è. ti ı̀lú「国有地」
ajáa ti Délé「デレの犬」

(b) 同格構造

i.主要部と修飾部が同一であるもの

dó. ḱıtà òỳınbó 「白人の医者」(dó. ḱıtà 「医者」 = òỳınbó
「白人」)
o.kùnrin o. ló.rò. 「金持ちの男」(o.kùnrin「男」 = o.ló. rò.「金
持ち」)
次の例は関係構造

aya o.ba「王妃」(aya「妻」 �= o.ba「王」)

ii. 修飾部が主要部の内容を説明しているもの

òỳınbóo dó.ḱıtà「医者である白人」

iii. 両要素がメタテシス可能なもの
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o.kùnrin alágbára = alágbára o.kùnrin「強い男」
o.mo. alá̀ıgbo.ràn = alá̀ıgbo.ràn o.mo. 「聞き分けのない子」
ob̀ınrin as.é.wó = as.é.wó ob̀ınrin「売春婦」
ı̀yàwó pamı́-n̄-kú = pamı́-n̄-kú ı̀yàwó「ひどい妻」
o.ko. ońıranù = ońıranù o.ko. 「役立たずの夫」
次の例は関係構造

aya o.ba「王妃」 �= *o.ba aya「* 妻の王」
iv. 代名詞的名詞がどちらかの要素を占めるもの

àwa Yorùbá 「我々ヨルバ」 (àwa 「我々」, Yorùbá 「ヨ
ルバ」)

2.形容詞的修飾語
形容詞はすべて子音で始まる。例外は音節主音的鼻音で始まる ńlá「大
きい」のみ。子音で始まる名詞的修飾語とは異なり，先行する名詞の語

末母音は伸長されない。

形容詞には，基本形容詞，派生形容詞，及び重複形容詞の 3種がある。

(a)基本形容詞
基本形容詞はすべて複音節からなり，修飾用法においてはそのまま形

容詞として用いられるが，叙述用法では動詞として用いられる。

dúdú「黒い」
ajá dúdú「黒い犬」 (修飾) ajá náà dúdú「その犬は黒い」 (叙述)
funfun「白い」
as.o. funfun「白い布」 as.o. ỳı́ı funfun「この布は白い」

(b) 派生形容詞
派生形容詞は，動詞の部分的重複によって作られる。

動詞 派生形容詞

le「強い，堅い」 → ĺıle「強い，堅い」
pò. 「たくさんある」 → púpò. 「たくさんの」

(c) 重複形容詞
すべての形容詞は，重複により，強調の意味を持つ派生形容詞を作る

ことができる。

okúta ńlá「大きな石」 → okúta ńlá ńlá「とても大きな石」
às.à burúkú「悪い習慣」 → às.à burúkú burúkú「非常に悪い習慣」
ad̀ıye. funfun「白い鶏」 → ad̀ıye. funfun funfun「真っ白な鶏」
ohùn ĺıle「力強い声」 → ohùn ĺıle ĺıle「とても力強い声」

形容詞の重複は，先行する名詞の数とは関係なく用いられる。

ad̀ıye. funfun funfun「真っ白な鶏」(単数)
àwo.n ad̀ıye. funfun funfun「真っ白な鶏たち」(複数)

3.数詞的修飾語
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修飾語として用いられる数詞には，次の 4種がある。

(a)総数

ajá méj̀ı「2頭の犬」
ı̀wé mé.ta「3冊の本」
o.mo. mélòó「何人の子供」

(b) 全体数

ajá méjèèj̀ı「両方の犬」
ı̀wé mé.tè. è.ta「3冊全部の本」
o.mo. mélòó「何人かの子供全員」

疑問数詞の全体数形は，総数形と同じ。

(c) 配分

ajá méj̀ı méj̀ı「犬 2頭ずつ」
ı̀wé mé.ta mé.ta「本 3冊ずつ」
o.mo. mélòó mélòó「子供何人ずつ」

(d) 序数

ajá kej̀ı「2頭目の犬」
ı̀wé ke.ta「3冊目の本」
o.mo. kelòó「何人目の子供」

4.指示詞的修飾語
指示詞的修飾語には，次のようなものがある。

ỳı́ı「この」，wò.nýı「これらの」，ye.n「あの」，wò.nye.n「あ
れらの」，ǹı22「あの」，wo.nǹı「あれらの」，wo「どの」

指示詞的修飾語は，一つの名詞句に一つしか用いることはできない。

5.冠詞的修飾語
冠詞的修飾語には，次のようなものがある。

náà「あの，例の」，gan-an「まさしくその，ちょうどその」，
pàápàá「～も」，ǹıkan「～だけ」，gbogbo「全部」，kè.「～
すら」

冠詞的修飾語は，一つの名詞句に複数を用いることも可能である。

6.修飾節
修飾節は，修飾節導入辞 t́ıによって導入される。

ilé t́ı mo kó. 「私の建てた家」

àwo.n tó23 lo. 「行った人々」

is.é. t́ı bàbáa wa s.e「私たちの父がした仕事」
22ǹı, wo.nǹı は，ye.n, wò.nye.n に比べ心理的により遠い事象を指すが，その使用は現代の口
語では廃れつつある。

23tó < t́ı ó
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修飾節 (関係節)の主語が 3 人称単数代名詞 (ó) の場合，主要部名詞 (先
行詞)との関係は，(a) 一致する場合，(b) 一致しない場合，(c) 一致す
るともしないともとれる場合，の 3 タイプが可能である。

(a) e.ni tó dé (e.ni「人」，dé「到着する」)「到着した人」 (修飾節の
主語 óと主要部 eniが一致する)

(b) is.é. tó s.e (is.é.「仕事」，s.e「する」)「彼がした仕事」 (修飾節の主
語 óと主要部 is.é. が一致しない)

(c) e.ni tó mò. (mò. 「知る」)「知る人」 (主語 óと主要部 e.niが一致す
る) /「彼の知る人」 (一致しない)

修飾節の主語が名詞の場合，主要部名詞と一致することはない。主語が

3 人称単数以外の代名詞の場合も，ふつう主要部名詞とは一致しないが，
主要部名詞が代名詞的名詞の場合のみ一致することがある。

è.yin t́ı e. wá (wá「来る」)「やって来たあなたたち」

àwo.n t́ı wó.n bèrè (bèrè「質問する」)「質問した彼ら」

7.4 名詞句における問題点

7.4.1 修飾部における語順

修飾部が複数の修飾語からなる場合，標準的な語順は次の通りである。

主要部 修飾部

名詞 形容詞 数詞 関係節 指示詞 冠詞24

ilé ńlá t́ı mo kó. ỳı́ı
家 大きな 私が建てた

「私が建てた大きな家」

as.o. wa dúdú ỳı́ı náà pàápàá
布 我々の 黒い この 例の ～自体

「私たちの例の黒いこの布そのもの」

is.é. olùkó. ỳı́ı náà gan-an
仕事 教師 この 例の まさに

「教師の例のまさにこの仕事」

ajáa Dúpé. dúdú mé.ta t́ı mo rà ỳı́ı náà
犬 ドゥペ 黒い 3(頭) 私が買った この 例の

「私が買った例のドゥペのこの 3頭の黒い犬」
àwo.n ı̀wé kékèèké mé.rè.rè.rin t́ı mo kó wá ye.n gan-an

複数のもの 本 小さな (集合的) 4冊 (集合的) 私が買った あの まさに

「私の持ってきたまさに 4冊すべての小さなあれらの本」
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以上の語順はあくまで標準的なものであり，異なる語順も起こりうる。語

順が変わる理由としては，次の二つが考えられる。

1.特定の修飾語を強調する場合

òkúta ńlá méj̀ı「大きな二つの石」

òkúta méj̀ı ńlá「二つの大きな石」(数詞が強調されている)

o.kùnrin t́ı mo ḱı ye.n「私が挨拶したあの男」

o.kùnrin ye.n t́ı mo ḱı「あの私が挨拶した男」(指示詞が強調
されている)

2.修飾語を含む名詞句全体が，主要部として機能する場合

主要部

o.jó. o. sè. kej̀ı「二つの日曜日」 (o. jó. )
o. jó. kej̀ı ò. sè. 「月曜日」 (o. jó. kej̀ı)

ò. ré. alápatà mi「私の肉屋の友人」 (ò.ré.)
ò. ré. mi alápatà「肉屋である私の友人」 (ò.ré. mi)

gbogbo àwo.n t’ó dúró「立っている人全員」 (gbogbo)
àwo.n t’ó dúró gbogbo「全員の立っている人」 (àwo.n t’ó dúró)

7.4.2 主要部の省略

形容詞，接続詞 tiによって導かれる名詞や代名詞，そして数詞が，主要部
として機能している場合がある;

mo lè ra kékeré ye.n (kékeré 形容詞 「小さい」) 「私はあの
小さいのが買える」

mo gba ti Délé「私はデレのを手に入れた」

kó mé.ta ỳı́ı wá「これら三つを持って来なさい」

これらの文は，もともと主要部の位置を占めていた要素が省略された結果

生じたと考えられる。

7.4.3 複合名詞句

複数の名詞，あるいは一つ以上の修飾語を伴った複数の名詞が，接続詞に

よって結合されたものを複合名詞句と呼ぶ。名詞をつなぐ接続詞には次のよ

うなものがある。
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àti: àwo àti s.́ıb́ı「皿とスプーン」

àti . . . àti: àto.mo.dé àtàgbà (= àti o.mo.de àti àgbà)「子供も年
寄りも」

ti . . . ti: to.wó. te.sè. (ti o.wó. ti e.sè.)「手も足も」

tàb́ı / àb́ı: o.dún kan tàb́ı o.dún méj̀ı「一年か二年」

yálà . . . tàb́ı: yálà o.kùnrin tàb́ı ob̀ınrin「男性も女性も」
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